
村山龍一後援会 報告
聴きます。行動します。実践します。

「強い大津町を創るには、前進あるのみ」
「39年間の行政経験を生かし、まちづくりに取り組みます」
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本会議での質疑の一部を抜粋

県営事業負担金の矢護川
地区の838万円の圃場整

備の内容はどうなっているのか。

圃場整備事業の工事費や調
査調整に係る事務費などの
負担金と工事期間の休耕補助

金で、矢護川の上中地区、約7ヘク
タールで工事を実施予定。稲刈りが
終わってから来年の田植の前までに
は終わらせる予定になっている。
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ごあいさつ
　令和７年６月議会で村山龍一の一般質問には30名の方々の議場に傍聴においでいただきありが
とうございました。今後とも、一般質問を行っていきますので、引き続きよろしくお願いいたします。
　今回、後援会の皆様へ第２号のご報告をさせていただきます。今後とも、「聴きます。行動しま
す。実践します。」で行ってまいります。よろしくお願いします。

大津町議会だより（１１２号から抜粋）

ほじょう



スマートフォンで視聴
右記の二次元コードを読み取ると
スマートフォンから
議会中継がご利用になれます。

村山龍一後援会事務所
〒869-1211 菊池郡大津町矢護川１０２５-３
電話番号 090-1340-7892

2025年（令和7年）2月2日 大津町議会に初当選
総務常任委員会副委員長、議会運営委員会副委員長、
菊池広域連合議会議員、議会広報編集特別委員会委員、
都市計画等調査特別委員会委員

【プロフィール】
大津町立矢護川小学校卒業　大津町立大津中学校卒業　熊本県立菊池高等学校卒業
昭和57年からALSOK（綜合警備保障㈱）に就職し、東京警送事業部に勤務。退職後、大津町に戻る。
昭和59年12月10日～昭和60年3月15日、本田技研工業㈱熊本製作所に勤務。
昭和60年４月１日 大津町役場 奉職
企業誘致課長、都市計画課長、土木部長、都市整備部長、産業振興部長
令和6年３月31日 退職
令和6年4月1日 定年前再任用 令和6年10月31日 退職

【趣 味】
剣道
小学５年生から剣道をはじめる。
剣道教士 七段

インフラ整備 生涯教育の推進 安全・安心の確保

村山龍一 令和7年 6月定例会の報告です
（3月、6月、9月、12月の年に4回あります）

　本会議、総務委員会（議会事務局、総務課、総合政策課、財政課、防災交通課、税務課、環境保全課）にて
質疑を行いました。
　一般質問（３つ）を行いました。

子育て支援、教育環境日本一のまちづくりについて
質問：山鹿市は複式学級ができる前に統合を行った。鹿北小と鹿北中学校は小規模特認校として開校し、

山鹿市の子どもであれば誰でも通うことができる学校となっている。高森町では、町費で職員を雇用し、複式学
級の解消を行った。大津町も複式学級にならないような統合や校区の見直しなどの対応を行う必要がある。現在、東小
は小規模特認校の制度により、東小校区以外からの児童の生徒の通学を可能にしている。小規模特認校や町の費用で
の職員の採用などを行う考えはないのか。
町答弁（抜粋）：教育委員会としは、現時点で、複式学級を一律に解消することや、町単費による新たな職員配置を進め
る考えはありませんが、保護者や地域の皆様のご意見を尊重しながら、他自治体の事例も参考に、今後の在り方につい
て引き続き研究協議してまいります。

1つ目

民間の知恵と活力を生かすについて
質問：「民間の知恵と活力を生かす」について具体的にどのような内容なのか。佐賀県の武雄市では、市民
課窓口業務を民間に委託し、各種証明や住民異動など、31の業務を委託している。民間でできるものは委託

したらどうか。
町答弁（抜粋）：民間の知恵と活力を生かすという基本方針を掲げ、民間との連携協働を進めてきました。これは単なる
外向いた外部への委託やコスト削減ではなく、行政が担うべき公共性、公平性、継続性をしっかりと堅持した上で、民間
の持つ多様な資源や専門性、柔軟性を積極的に取り入れ、より質の高い住民サービスの実現と、将来にわたる自治体運
営の持続可能性を両立させるための施策です。慢性的な人手不足や職員の業務負担の増加に対しては民間と連携し、
限られた職員が本来注力すべき政策立案や町民対応、地域間調整といった業務に集中できる環境づくりを目指します。

2つ目

安全安心の確保について
質問：町民の方々が安心して生活するには、交通、防犯対策が必要。その中心となるのは、大津警察署である。大津

警察署は大津町になくてはならない存在である。大津警察署の管轄は、人口も増加し、交通事故の件数や刑法犯認
知件数も増加している。警察署の増設などが必要となった場合、町も協力しなければならないと思う。
町答弁（抜粋）：安心安全な社会の実現のために、警察はなくてはならない存在であり、警察署は、地域住民の安全を守る必要
不可欠な拠点と考えている。大津警察署の管内は人や交通量が増え、交通事故や刑法犯認知件数の増加にあわせて警察署職
員も増えており、警察署自体が手狭になってきていると聞いています。管轄区域の活動拠点として、引き続き、管轄区域の中心部
である大津町を選ばれるよう、増築、建て替えの動向や、仮に移転を考える必要がある場合には、その適地条件等のニーズ把握
に努め、町の意向をしっかり伝え、大津町に止まっていただくように、既に働きかけ等も行っていいます。

3つ目

チラシ表面、議会だより（抜粋）をご覧ください。


